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　今回の特集は、京都大学における電子ジャーナルをはじめとする学術情報基盤を考えるうえで、入門

書として位置づけることができます。次に、応用編の一つとして京都大学図書館機構を取り上げます。 

「図書館は成長し、変化していくものである。（ランガナタン）」 （柾川）　 
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